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ロ ッ クフ ィ ル 材料の 試験 と言殳計強度 に 関する既往実績 の 調査

ま つ 　　　　　　い 　　　　　　い え　　　　　 た か

松　　井　　家　 　孝
＊

1．　 ま え が き

　本資料 は，こ の 小 特集号 に マ ッ チす る もの と して ， 編集
．
委員会 か らの 示 唆 を 受 け て ，1982年 に 出版 した 「 ロ ッ ク フ

ィ ル材料 の 試験 と設計強度」 の 内容を紹介す るた め に作成

し た もの で あ る。

　 「
ロ ッ ク フ ィ ル ダム の 試験と 設計強度」 は，土質工 学会

内 に設 け られ た 「粗粒土 の 強度 に閧す る研究委員会 （委員

長 ： 最 上 武雄東大名誉教授）」 の 研究成果 を 取 りま とめ た

・
もの で あり，そ の ねらい は次 の よ うで あ っ た 。

　   1960年代初頭 よ り建設 が急 ピ ッ チ で 進 め られ て き た

　　近代的工 法に よ る フ ィ ル ダ ム が か な りの 数に の ぼ る に

　　 もか か わ らず ， こ れ らの 主 要構造材料で あ る粗粒材料

　　 （ロ ッ ク 材料 ， フ ィ ル タ
ー材料な ど）の 強度に 関す る

　　 デ
ー

タ
ーが まだまとめ られ て い な い 状況 に あ っ た た め ，

　　 こ れ らの デー
タ
ー

を収集 ・分析 し て お く必要 が あ っ た 。

　   こ れ ら試験デ
ー

タ
ー

の 収集 ・分析を通 し て ，試験 デ

　　
ー

タ
ー

と 母岩 の 特性 と の 関係，試験 デー
タ
ー
相 互 間 の

　　相関関係を把握 し， こ れ ら試験 デ ーターボ設計値 を決

　　定す る 際 に ど の よ うに生 か さ れ，実施 工 で の 実態が ど

　　 の よ うで あ っ た か をまとめ て お こ うと し た。

　 そ こ で ， 粗粒土 の 強度 に係 わ る 諸因子 お よ び 強度試験 に

関 す る ア ン ケ ー トを全国的 に 実施 し，建設省・農林水産省 ・

水 資源 開発公団 ・電力各社 ・建設会社 ・そ の 他 の 協力 の も

とに，72ダ ム に 関す る デ
ー

タ
ー

を収集す る こ とが で きた 。

こ れ ら の データーに関 して 各 要 因相 互 の 相 関 関 係 を知 る た

め に ， 2000 枚をこ え る 図面 を作成 し検討す る
一

方 ， 粗粒土

の 強度に 開す る 文献調査を行 い ，理 論的裏 づ け を得 よ う と

試 み た 。 こ の 結果 と し て の 研究報告書 は 次の 3 部 よ り構成

さ れ て い る 。

　 A ．粒状材料 の 強度 に 関す る 研 究 の 文献調 査

　 B ．既往 の 諸試験結果 か ら見 た粒状材料 の 強度

　 C ，　設言卜弓重廴度

2．　 粒状材料 の強度に 関する研 究の 文献調査

　 こ の 課 題 に関 し て は，ロ ッ ク材料 の 強度評価 の 確定的な

考え方が定ま っ て い な い た め ， 強度に及 ぼ す様 々 な影響要

因 に 関 して 文献調査 を した結果を ま とめ た 。 そ の 内容 の 個

々 につ い て 紹介す る こ と は 不 可能で あ る た め，以 下 にそ の

目次を掲 げ，全体像の 把握 に役立 て る こ と とす る 。 （章 の

番号 は，原文 に よ る もの とす る）

　 1，　 ま え が き

　2．　 粒状材料の 強度に及 ぼ す応力条件 の 影響

2．1．　　基本事項

2．2． 拘束圧 の 影響

2．3．　 中間主応力 の 影響

2．4．　応力履歴 の 影響

3．　粒状材料 の 強度に 及 ぼ す実験条件の 影響

　3．1． 供試体の 大き さ の 影響

　3．2．　 せ ん 断試験機 に お け る 供試体形状 ・ 境界条件 の

　　　　影響

　3．3． 異な っ た 試験機の 問 の 強度の 比 較

　3、4． 砂 の せ ん 断強 さ・変形 に 及ぼすひ ず み 速度 の 影

　　　　響

4．　 粒状材料 の 強度 に 及 ぼす 材料特性 の 影 響

　 4．1．　 圧 斈宿
・
卜生

　 4．2．　 せ ん 断強度

5． 粒状材料 の 強度 に 及 ぼ す 振 動 の 影響

　 5．1． 考慮 す べ き振動 の 影響

　 5．2．　 物体力 の 粒状体に与 え る 基本的影響

　 5．3． 静的 せ ん 断 強 さ と物体力

3．　 既往の 諸試験結果から見 た粗粒材料の 強度

＊（財）電力中央研 究所　土木研 究所　立地部 調査 役

June
，　1985

　3．1 既往 の 諸試験データー収集の 項目

　粗粒材料 の 設計値を定め る た め の 試験 は，直接的 に は 三

軸圧縮試験 や一
面せ ん 断試験 の よ うな せ ん 断試験 で あ る が，

母岩 の 特性を知 る た め の 試験 と，材料 の 締固 め の 程度を知

る た め の 試験を も含 め なけ れ ばな らな い
。 そ こ で 次 の よ う

な項 目 を取 り上げ，調査用紙を作成して 各機関 に調査 へ の

協力を要請 した。

　   　ダ ム の 諸 元 （名称 ・所在地・高 さ・の り面勾 配 な ど ）

　   　材料の 用途 （ロ ッ ク ・フ ィ ル ター・トラ ン ジ シ ョ ン ）

　  　材料特性 （岩種 ・岩級 ・一軸圧縮強度 ・吸水率 ・比

　　重 （Gg，　 G α，　 G の・粒子 形 状）

　   　粒度 （D ・nax ，
　 D ・。

，
　 D3・

，
　 Uc）……

試験値 ・設計値 ・

　　 実績値

　  　供試体寸法 （三 軸圧縮試験 の 揚合 ： 直径 x 高 さ，一
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表一1 粗粒材料の 分類 表一2 全 岩種 に わ た る母岩お よび試験材料の 基本的性質の 範囲

lt 分 類　1 岩 石 名 と 岩 石 分 類
整理上1の 分類

火成 岩

基 本 的 性 質

．深　成　岩

堆債岩

半 深 成 岩

火　 山　 岩

火 山砕屑岩

砕 　屑 　岩

記 号 1単 位 鰍 値 「最 小 値

花崗岩 （粗粒花崗岩，細粒花 崗岩）

花崗閃緑岩，閃緑岩　　　　　 （花崗岩類）

1 − A

斑れ い 岩，か ん らん 岩　 （塩基性深 成岩 類）｝

花崗斑 岩（角 斑 岩），石 英斑岩，ひ ん（竕）岩

輝緑岩（粗粒玄武 暑）

濃 飛流 紋碧，石 英粗面岩質凝灰岩

　 　 　 　 　 　 く 中生 代》 （古期 火山岩類 ）1卜 B

流 紋岩，安 山岩

　　　　 く新生代》 （酸性，中性火山岩）

母

岩

試
験
材
料

絶 乾 比 重

吸　 水　 率

一
軸圧 縮強度

数

径

径

係

粒

粒

等

％

％

均

6030

α

Q
％

UcD6
。

Dso

　 1

kgf／cm21mmmm

2．s7015
，22
．554

　 1，820
　0．3103

9・・ 1
’

駕

1．61
，50
．25

表
一3　供試体の 寸 法

1− C

玄武岩 （塩 碁性 火山 岩類）　 1− D

．疑灰岩，凝灰 角礫 岩く 新生代》

溶結凝灰 岩 〈新生代〉

輝緑疑灰 岩 ＜ 中生代》

L− 。

．旧1
　 　 1− B

火 山砕 屑物 （火 山角礫 岩，集塊岩） ii− c

躁岩

砂岩，泥 岩，頁岩，粘板岩

　　　　　　（古生代，中生 代，砕屑岩類）

＜古第 3 紀，中生代，古生代》

i生 物 化 学’
堆　積　岩

皿
一A

軸

圧

縮

試

験

礫 岩，砂岩，泥岩 ， 頁岩

　 　 　 　 《新第 3 紀》 （新生代砕屑岩類 ）

皿 一B

供試体寸法（mm ）

（d × H ，LXH ）

1eeOX 　2400

600× 1200

500 × 1200

500× 1000

300×　 70D

300×　 6DD

290×　 63D

100×　 250

　 50×　 11 

1
石灰岩

変成岩

広 城 変成 岩

合 副

1
チ ャ

ート 1皿 一c

結 晶 片岩 （黒色片岩，石 英片岩，緑 色片岩） lrv− A

片麻岩

接 触変成 副 ホ ル ン フ ＝ 、レス
　 　 　 　 　 i

1rv− B

［

堆勵 ゆ 礫 副河床 曝 駈 膿 V

　面 せ ん 断試験 の 場合 ： 縦 × 横 X 高 さ ， 供試体最小 寸法

　 と Dmax との 比）

  締固め （方法，ρd，間隙比 （e，ea，　 eb））……
試験値

・

　設計値 ・実績値

  　強度試験法 （三 軸圧縮試験ま たは一面せ ん断試験，

　含水状態 ， 最小側圧 また は 最小直応力 ・中間側圧 ま た

面
せ

ん

断
試
験
（

単
純
せ

ん

断

試
験
を

含
む
）

2500 ×　 900

250D ×　 600

2000x 　 550

1500×　 850

1馭）o×　 600

15〕OX 　 550

1300× 12DO

11鈴 ×　 830

1130 ×　 600

11SOX 　 55D

1130 ×　 500

1000X 　 枷

6α）x 　 300

　500×　 300

　300×　 300

そ　の 　他

合 計

数　量

（箇）

20565

娼

3826113126547111347

・
22867

　

1
　

　

　

2

96

割　合
（％ ）

1s．33
．84
．63
．836
．629
．01
．54
．60
。81001722100012311333

21654

蹲

11134722867

含 水 状 態（箇数 ）

纛輛 ．
1000630001

　

　

　

　

2

622015

刀

260

　 　 40　 　 　 60

（30．5％）（45．8％）

　　盡

　　
’2

　　1
　　：

　　：

　　ぎ

　　き

！ ：

000D6

 

1134520852

　

　

　

　

印
‘

334578001

　 31 ．
（23．7P ）

100
（38．5％）

0000000000001010

　 57　　　　2
（59，4％）（　2．1％）

　 3．1

　 3．0

　 2 ．9

　 2．8

　 2 、71

毎
2・6

貿 2・5

撰 2・4

犁 2・3

　 　 2，2

　 　 2．ユ

　 　 2 ．O

　 　 ユ．9

十

X

卑

X
＋

x 　　絮

x

臼 　 　 　 　 　＋

準

X

×

　

X

十
十

x

　 　 　 x

目　　　　
9

t

　　 パ ラ メ ーター ：岩級

　 　 　 　 　 　 日 B
　　　　　　 ＋ Cf

］

　　　　　　 XC ，x］
　　　　　　 xc ［、
　 　 　 　 　 　 paD 　 　 　　 ＋

　　　　 × ＋ 　　 　 　　 　 ‡ x
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

：
xl

・
＋

磯

　は中間直応力 ・最大側圧 ま た は最大直

　応力，破壊時軸差応力）

  　強度 （内部摩擦角 ： φ，粘着力 ：の

　・・…・試験値 ・設計値 ・実績値

  変形 特 性 （変形係数 ： E5e，　 E ／，破

　壊時 ひ ずみ ： εr ， 破壊時容積変化量 ：

　（dV ！v ）∫）

3．2　粗粒材 料 の 母 岩 の 分 類 と グル ープ

　　　分 け

粗粒材料 の 母岩の 特性 は，粗粒材料の 強
．
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襟
岩
撚 聖

岩 器 岩
嬲 黙

礫 岩 糊 岩 ト 糒

梶 跚 礫 や 駈 砂 礫 、 よ く利用 、れ 。 。 。．，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス

　　　　　　　　図
一1 岩種別 の 絶乾比重の 値　　　　　　　　　　　　上 記 3種類 の ほ か に堆 積物 も分類 の 一

項 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土 と基礎，33− 6 （329）

度や 変形特性 を 支配す る 要因 の 一つ で あ・

る 。 岩石 は そ の 形成過程 に よ っ て 火成岩 ・

堆積岩 ・変成岩 に 分類 され る。こ れ らは ，

原石山で 発破掘削に よ り採取され る が
， 河
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図一3　岩種別 の 一軸圧 縮強度 の 値

加 え た 。 こ れ らに含まれ る 岩石 の 種類 は，表
一 1 に 示 す と

お りで あ り，こ れ ら をそ の 地質的特性 か ら 1 − A 〜V ま で

に グ ル
ープ分 け した。調査 に 現れた分類ご と の 出現率は ，

火成岩 34％，堆積岩 49％，変成岩 5 ％， 堆積物 12％e で あ

っ た。なお ，岩 石 は風化，変質，断層等 の 要 因 で 同
一
岩種

で も異 な る性質 を示す の で，工 学的 に 分類され た岩級区分

（B，CH，　 CM，　 CL，　 D ： 電研 ・田 中 に よ る） を 考慮 して 検

討 した。

　 3．3 母 岩お よ び試験材料 の 基本的性質

　全岩種 に わ た る 母岩 の 基本的性質 お よ び 試験材料粒度 の

June ，1985

数値の 範囲 は表一 2 に示す とお りで あ り，

こ れ ら基本的性質の 値 の 分布 は 図一1， 2，

3に 示す とお りで あ っ た 。 こ こ で 比重 の

値 と して 絶乾比 重 ： G， を用 い て い る が，

こ の 理由は ，
Gb は粒子 の み の 質量 を粒子

中の 空隙を含め た体積で 除した もの と し

て 定義され た量 で あ り，こ れ を用 い て 計

算 され る 間隙比 eb は岩石 粒子間 の 純 粋

な間隙比 を与 え る と こ ろ か ら ，
フ ィ ル ダ

ム 材料の 力 学特性 を整 理 す る の に有用 で

あ る と考えられ て い る た め で あ る 。

　 3．4　試験材料 の 粒 度

　試験材料は調査横坑の 掘削ずりか らが

多い が ， 場合に よ っ て は原石採取揚に お

け る 小規模 な 発破試験 に よ っ て 得 られ る

ず りを用 い る こ と もある 。 こ の 状態 の 粒

度を こ こ で は 「原粒度」 と定義す る。一

方，試験 に 用 い られ る 粒度 は，試験装置

の 規模に応 じて 適切 に 定 め られ る こ とに

な る が，こ れ を 「試験粒度」 と定義す る 。

こ の 試験粒度に は 「相似粒度」 と 「せ ん

頭粒度」 の 2種類 があ り， 前者が用 い ら

れ る 揚合 が 多 い。

　3．5　強度試験 に お け る供試体寸 法 と

　　　 試料 の 最大粒径

　粗粒材料 の 強度試験は，三 軸圧縮試験

ある い は
一

面 せ ん 断試験 で 行 わ れ る の が

一
般 で ある 。前述 の よ うに，粗粒材料 は

最大粒径が 大 きい た め に
，

で き る だ け大

きな 供試体を試験対象とす る こ とが望 ま

しい が ， 試験装置 の 製作 ・試 験 に要 す る

費用の 点で制約が あ る 。 調査結果 に よれ

ば， そ の種類は非常に多く， 表一 3 に示

す とお りで あ り， 直径 120cm の 超大型

三軸試験装置が実用 に供 され て い る が，

そ の 主流 は 直径 30   の 大型 三 軸試験装

置 で あ る。こ の よ うな大型三 軸試験で 用

い られ る試料の 最大粒径は図一 4 に 示す

とお りで あ る 。 既往の 研究に よれ ば，

　  　三 軸圧縮 試 験 で は，供試体直径 ； d と最大粒径 ：

　　Dmaz との 比 が 5〜 6以上

　  　一面 せ ん 断試験 で は，せ ん 断 箱 の 長 さ ：t と Dmax

　　との 比 が 10〜20以 上 で，せ ん断箱の 高 さ ： h と Dmax

　　と の 比 が 5 〜 6 以上

で あ れ ば ，
Dmax が試験結果 に及 ぼ す影響 は無 視 し得 る 程

度 に小 さい とい わ れ て い る 。 三軸試験 で は ， 図一 4 に 示す

よ うに ほ ぼ こ の 原則 は 守 られ て い る が，一
面せ ん 断 試験 で

は こ の 制約 よ り も大 きい Dmax を使 う例 が か な り多 い 。
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こ れ と同様な傾向 は，C，τe に つ い て も現れ て い る 。

50

40

　

埋 30

翼
’

　 20
穂

ユo

o4567891011 工2

　　　　　　　　　　 dノ刀 m 。．

　　図
一4　三 軸試験に お け る供試 体直径 と最大粒径 の 比

4．　 試験値 ・設計値 ・実績値相互間の 関係

　　　　　　 フ ィ ル ダム の 設 計 ・施 工 に お い て は，試験値 に よ り設計

　　　　　 値を定め ， 実施工 に お け る管理 試験に よ っ て ， 実績値が設

　　　　　 計値を下回 っ て い な い こ とを確認す る こ とが必 要 で あ る 。

　　　　　 こ れ の 対 象 とな る 項 目 と して は ， 粒度 ， 密度， 強度な ど が

　　　　　 上げ られ る。

　　　　　　 4．1　粒 度

　　　　　　 図一 8 に は ， 材料 の 粒度の 実態を示 し た が ， こ れ らは 最

十 盲 大齷 蹉 があ 。 ほ か 。 源 粒度 と購 鰕 と。 問 に 。大

　3，6　密度 （間隙比）と強度との 関係

　締 め 固 め られた粗粒材料 の 強度に 影響す る 要因 として は，

母 岩 の 岩種 ，

一軸圧 縮強度，粒 度，吸水率 な ど もあ げ られ

る が ， 調査結果 に よ れ ば ， 最 も顕著 な 影響 を及 ぼ して い る

もの は密度 （間隙比 ） で あっ た。

　
一

方，粗粒材料 の 強度を示す指標 と して は ，
e

， φが 対 象

と な っ て い る が，粗粒材料 の 破壊包絡線 は直線 で は な く，

上 に凸 な 曲 線 と な る た め （図
一5），c，φは

一
定値 と は な ら

な い こ とは よ く知 られ て い る。 こ の た め，直応力 σ が 6

  f！cm2 に 相当す る せ ん 断応力 τ 6 を牢義 し ， こ れ に よ る

検討 も行 っ て い る 。

　 （1） 相対密度 と強度

　現状 で は，粗粒材料 の 相対密度 ：Dr を求 め る た め の 試

験法は統
一され て い ない た め ， すべ て の 試験結果を Dr で

整理 す る こ とはで きず ， また ，
Dr を適用 した例が少ない 。

しか し，図一 6 に 示 す例 に 見 られ る よ うに ，
D ・ が大き く

な れ ばφは大 き くな る傾向 は明白で あ り，3〜4Q も大きな

値を得 る こ と が示 され て い る 。

　   　三 軸 圧縮試験 に お け る eb と φと の 関係

　 図
一 7に eb と φの 関係 の

一
例 を示 した 。 こ れ に よれ ば，

eb の 0．8〜0．2 範囲 で ， φは 3S
° 〜44

°

程度ま で 上昇 して お

り，eb が fbに与 え る影響が顕著で あ る こ とを示 して い る。

　 　 　 　 　 τ
’

C，
　
ノ〆

／
e

　ザ
ゆ

）く
6

τ
』

破 壊 包絡 線

．
，6−¢一．．　　　　　　　　　　　　　　 σ

　図
一5 破壊包 絡線 とモ ール クーロ ン の 破壊規準

差ない こ と が 示 され て い る
。

　4．2　密度

　設計密度は ， 所定 の 強度が得 られ る試験密度と等しい か，

やや小 さ目の 値 を選定 し て い る。とこ ろ が ， 施 工 実績と し

て 得 られた密度 は，図
一 9に 示す よ うに，設計密度を確実

に 上 回 っ て お り，密度 と強度 との 関係 か ら推定 して，か な

り余裕をもつ こ とが分か っ た 。

　 4．3　強 度

　 フ ィ ル ダ ム の 設計 にお い て は ， 試験 で 粘着力 ‘ が 測 定 さ

れて もこれ を余裕 と見な し ， 強度 と して はφの み を採用す

る こ とが一
般 で あ る。図

一10に 示す もの は ，ダム 高 と設計

φ値の 関係で あ る が，試験 で 大 き な φ値 が 得 られ て い て も

か な りの 余裕 を見 て い る こ と， ダ ム 高 が 高 くな れ ばで きる

だ け大き な φ値 を得 る 努力が な され て い る こ と，既往 の 設

計φ値は 43 °

を上限 と し て い る こ とが ， 読 み とれ る。

　図
一11は試験φ値と設計φ値 との 関係を示 す もの で あ り，

試験値よ りも最大 5°

程度余裕をもっ て 設計値 が 定 め られ

　岩 繰区分 　ρdm．x の 試験 方 法区分
　　 ロ B 　　 1．振 動法 ：．振動台，加速度＝59
　　　　　　2．振 動法 ：ハ ン ドバ イブ レ イター　 　 ＋ CH

　　xCM 　　3．衝 撃 法 ：ラ ン マ
ー

，
　Eじ＝11．25　kgf・cm ／cm

き

　　△ D 　　 4．衝 撃法 ：ラ ン マ rE ，＝・16．9kgf℃ m ／cm3
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図一7　問隙比 と φの 関係 （三 軸 ）

て い る こ と を示 して い る 。 ただ し， 図中の A 線 よ b も上 に

あ る プ ロ ッ トは，密度 をパ ラ メーターに し て 試験値を求 め

た とき の 点 の うち小 さな密度 に対応 して お り，設計値決定

に は関与 し て い な い 。

　図
一12に一

面 せ ん 断試験 に お け る 設計φ値 と 試験 φ値 の

関係を 示 し た が
， 試験φ値 と し て 50

°
を こ え る もの ま で 含

まれ て い る の に ， 設計値 は 42
°

程度に抑え られ て お り， 試

験 方法 に 問題を内包 し て い る こ とが 分 か る 。

　 な お ， 強度に関す る実績値 は， 盛立面か ら不 か く乱試料

を採取 し て 三 軸試験 を 実施 した 例 も あ るが，一般 に は，設

計 密度を上回 る 実績密度 が得 られ た こ と を確認 す る こ とに

よ っ て そ の 目的を達 し て い る 例が大部分で あ る。
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一
石

＝

10

00DOOOOOOOOO9876543211

→」’
レド

石

凝

火

安

1

（

§

慧
薗
響
葭

O

0000000

の

OOO

O98765432

ユ

ー

1

（
愨

滋
藁
葎
ミ

O

OGOOOOOOOOOO9876543211　
（

§
嵜

齧
P

鬟

1，O

1O
［

009876543211　

§
）
仰

匐

雲
ミ、

OOOOOOOOOO000000DOOOO

O98765432

ユ

ー　

　

§

譜
毫
糞

00工

（　go
駅 80）

　70
樺 60
週 50
貫 　・lo
澄 　30
ミ 20
　 ／0
　 　 0

資料一407

L ．　　　 ノ
’ ！

石 英斑 岩 （CI广 CM
　　．一　− 〆

例
，
　 　　　　 　　 ’

一一一一原粒度
ノ
ノ一一

難縫＿∠　　ノ『｝
ノ　ノ

、ノ 1

彈 ．
1．o ！t）．o 工〔ユ〔，　　 500

「
’

石 英 粗 面岩 質凝 灰岩
’

一
焚

灰

亀
礫

羃　　 ・ （c ・尭　　　　　匡【1
’　　r

安 山 石 　 　 1 ’

！r1
プ

z

．／ 　 ，’
〆1　　「

1．o1 〔）．0100 　 　 5（）0

1．o 1D，O1 ［〕0　　 50Q

ユ．〔， 10．010 〔〕　　 5L：lo

． 1
！

砂 岩 （ql）
一／一 一

’

！

‘ 〆

！

！

‘
！

！
「

1．O 1D，O1DO 　　 500
圏 」

ト爿、 ヒ」 ！
’

砂 π 1 （B 〜C 卜 ／
／

ゐ一 ．｝ 　　．ρ ゐ

「
∠　　

1

厂

A

「 r　　　　　引1
O，1i ．〔｝　　　　 10，0

　　 粒 径 （m 皿 ）

］oe　　　sC〕0

図一8 原粒 度，試 験粒 度お よ び実 績粒度 の 実態

　4．4 施工 実績

　施工 実績 と して は ，ケー
ス ヒ ス トリ

ーと して 次 の 諸 ダ ム

に つ い て解説 され て い る 。

　寺内ダム （水資源 開発 公 団）， 岩 屋 ダム （水資源 開 発公

団 ・中部電力）， 瀬戸 ダム （関西電力）。

5． 粗粒材料の試験 に おける課題

　上記 の 諸検討 を踏ま え ， 今後 の 課題 を 次の よ うに 指摘 し

て い る 。
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表
一4 強度特性 に影 響 を与 え る 因子

200

試 験 自 体 の 精 度

関 係す る因子 1謎 鰍

試 験 と実物（現揚 ）との 対応

関 係する 因子 　 　記述箇所

試験 装置

試験条件 ・
方法

試験機 の 機 構

供試 体 の 形状

3311 せ 噺 黼

　 　 　 （機 種の 選択 ）
3．2．2
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図一12 試験 φ と設計φ （一面せ ん 断試 験）

  　室内試験 の 条件 と実物 の フ ィ ル ダム がお か れ る条件

　を
一一ftさせ る こ と （表

一4）。

  　三 軸圧 縮試験 と一面 せ ん 断試験 に お け る強度の 評価

  　設計値決定に 際 して の C，φの 取扱 い

  　円 弧 す べ り面法以外 の F ．E ．M ．な どの 解析法 へ の 強

　度 ・変形特性 の 適用 法

  　動的強度 ・変形特性 の 適用法

　 6，　 あ と が き

　「ロ ッ ク フ ィ ル 材料 の 試験 と設計強度」 は ， 非常な労力

を費 や して 既往 の データー
を整理 ・

分析した もの で ある が，

こ の 中で 指摘され た 課題 を究明す る 目的 で，現在，「粗粒

材料 の 試験 に 関す る研究委員会 （委員長 ；林　正夫）」 の 活

動 が 行 わ れ て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （原 稿受理 　1985．4．8＞

土 と基 礎，33− 6 （329）

N 工工
一Electronic 　 Library 　


